
令和3年度入学生用カリキュラムマップ 【建築学研究科 建築学専攻　修士課程】

科目番号 科目名 学年 科目目的 到達目標

ディプロマ・ポリシーの項目番号
凡例：◎ディプロマ・ポリシー達成のために特に重要な科目

○ディプロマ・ポリシー達成のために重要な科目

A．高い知性 B．善美な情操 C．高雅
な徳性

D．高い知性、
善美な情操、高
雅な徳性の総合

A－1 A－2 A－3 A－4 B－1 B－2 C D－1 D－2

21MARC1110 建築設計インターンシップⅠ 1・2

建築設計の実務実習により、設計事務所で行
われる様々な建築設計・工事監理関連の実務
を体験し、建築設計や工事監理の実務内容お
よびそのプロセス、構造・設備設計者などと
協働した建築総合化の手法など、建築設計・
工事監理実務の全体像を理解することを目的
とする。

建築設計・工事監理の実務にかかわる実践的知識を理解することにより、社会
の仕組みや現代社会の問題点を理解する能力を身につけ、自律的活動ができる
職能人としての自覚を形成する。

○ ○ ○ ◎ ○ ○

21MARC2110 建築設計インターンシップⅡ 1・2

建築設計の実務実習により、設計事務所で行
われる様々な建築設計・工事監理関連の実務
を体験し、建築設計や工事監理の実務内容お
よびそのプロセス、構造・設備設計者等と協
働した建築総合化の手法等、建築設計・工事
監理実務の全体像をより深く理解することを
目的とする。

建築設計・工事監理の実務にかかわるより実践的な知識を理解することにより、
社会の仕組みや現代社会の問題点を理解する能力を向上させ、自律的活動がで
きる職能人としての自覚を形成する。

○ ○ ○ ◎ ○ ○

21MARC1160 建築構造設計インターンシップ 1・2

構造設計の実務実習により、設計事務所で行
われる様々な構造設計・工事監理関連の実務
を体験し、構造設計や工事監理の実務内容お
よびそのプロセス、建築・設備設計者等と協
働した建築総合化の手法等、構造設計・工事
監理実務の全体像を理解することを目的とす
る。

構造設計の実務にかかわる実践的知識を理解することにより、社会の仕組みや
現代社会の問題点を理解する能力を身につけ、自律的活動ができる職能人とし
ての自覚を形成する。

○ ○ ◎ ○ ○

21MARC1140 建築設備設計インターンシップ 1・2

設備設計の実務実習により、設計事務所で行
われる様々な設備設計・工事監理関連の実務
を体験し、設備設計や工事監理の実務内容お
よびそのプロセス、建築・構造設計者等と協
働した建築総合化の手法等、設備設計・工事
監理実務の全体像を理解することを目的とす
る。

設備設計の実務にかかわる実践的知識を理解することにより、社会の仕組みや
現代社会の問題点を理解する能力を身につけ、自律的活動ができる職能人とし
ての自覚を形成する。

○ ○ ◎ ○ ○

21MARC1180 建築施工管理インターンシップ 1・2

建築施工管理の実務実習により、施工現場で
行われる様々な施工管理関連の実務を体験し、
施工管理の実務内容およびそのプロセス、設
計者・技能者等と協働した建築づくりの手法
等、施工管理実務の全体像を理解することを
目的とする。

建築施工管理の実務にかかわる実践的知識を理解することにより、社会の仕組
みや現代社会の問題点を理解する能力を身につけ、自律的活動ができる職能人
としての自覚を形成する。 ○ ◎ ○ ○
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科目番号 科目名 学年 科目目的 到達目標

ディプロマ・ポリシーの項目番号
凡例：◎ディプロマ・ポリシー達成のために特に重要な科目

○ディプロマ・ポリシー達成のために重要な科目

A．高い知性 B．善美な情操 C．高雅
な徳性

D．高い知性、
善美な情操、高
雅な徳性の総合

A－1 A－2 A－3 A－4 B－1 B－2 C D－1 D－2

21MARC1120 建築保存修復インターンシップ 1・2

建築保存修復の実務実習により、研究機関や
工務店等で行われる様々な保存修復関連の実
務を体験し、建築保存修復の実務内容および
そのプロセス、研究者・設計者・技能者等が
協働した保存修復の手法等、保存修復実務の
全体像を理解することを目的とする。

建築保存修復の実務にかかわる実践的知識を理解することにより、社会の仕組
みや現代社会の問題点を理解する能力を身につけ、自律的活動ができる職能人
としての自覚を形成する。 ○ ○ ◎ ○ ○

21MARC1119 建 築 設 計 実 務 1・2

学内外の実案件を対象にした建築設計の実務
実習により、建築設計・工事監理関連の実務
を長期にわたって体験する。教員の指導のも
と、建築設計や工事監理の実務内容およびそ
のプロセス、構造・設備設計者や施工者等の
多くの専門家との協働の仕方や施工の状況を
実地で学び修得することを目的とする。

建築設計・工事監理の実務にかかわる実践的知識を修得することにより、コス
ト、スケジュールなど様々な制約条件を理解し、これらの下で、価値基準が異
なる「真」「善」「美」を互いに総合する能力を身につける。これにより、安全
で、使いやすく、美しい、真に人間的な住環境を創生する実践的能力を修得す
る。

○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ◎

21MARC1211 建築設計総合演習Ａ 1

原寸大の空間を共同で制作し、その原初的・
直接的・身体的な体験により、図面や模型の
みによる図式的、操作的な設計方法の矛盾を
理解する。その理解に基づき、より高度で実
践的な設計課題に取り組むことを目的とする。
これにより、今後の実務実習において最低限
必要となる実践的な設計能力を伸ばす。

住環境を、実在するモノと空間からなる存在として具体的に設計する能力の養
成を通して、「真」「善」「美」を互いに総合する能力を修得し、安全で、使い
やすく、美しい、真に人間的な住環境を創生する実践的能力を培う。

◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○

21MARC1213 建築設計技術演習Ａ 1

「建築設計総合演習Ａ」と連携し、設計課題を
構造、環境・設備、施工等の技術面から検討
し、諸要求に応えつつ、様々な制約条件を克
服しながら建築空間として総合するための演
習を行うことを目的とする。これにより、今
後の実務実習において最低限必要となる実践
的な技術・知識を学ぶ。

建築の安全性や快適性などを確保するために重要な、構造、環境・設備、施工
に関する基礎的・先端的技術を修得し、理解した知識の統合により問題を解決
する実践的能力を培う。

○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○

21MARC1218 建築設計総合演習Ｂ 1・2

国外に目を向け、その地域の歴史、風土、文
化について深く考慮した建築を設計する。こ
れによりグローバルな視座と歴史的価値観を
養う。また、原寸大の空間を設計、制作する。
その原初的・直接的・身体的な体験を通して、
実際の材料に親しむとともに、図面や模型に
よる図式的、操作的な世界と実際の空間との
対応を体得することを目的とする。これによ
り、今後の実務実習等において必要となる実
践的な設計能力を伸ばす。

住環境を、実在するモノと空間からなる存在としてより具体的に設計する能力
の修得を通して、「真」「善」「美」を互いに総合する能力を身につけ、安全で、
使いやすく、美しい、真に人間的な住環境を創生する実践的能力をより向上さ
せる。

◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎

21MARC1219 建築設計技術演習Ｂ 1・2

「建築設計総合演習Ｂ」と連携し、設計課題を
構造、環境・設備、施工等の技術面から検討
し、諸要求に応えつつ、様々な制約条件を克
服しながら建築空間として総合するための演
習を行う。これにより、今後の実務実習等に
おいて必要となる実践的な技術・知識を学ぶ。

建築の安全性や快適性などを確保するために重要な、構造、環境・設備、施工
に関する基礎的・先端的技術を吸収し、習得した知識の統合により問題を解決
する実践的能力をより向上させる。 ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○
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科目番号 科目名 学年 科目目的 到達目標

ディプロマ・ポリシーの項目番号
凡例：◎ディプロマ・ポリシー達成のために特に重要な科目

○ディプロマ・ポリシー達成のために重要な科目

A．高い知性 B．善美な情操 C．高雅
な徳性

D．高い知性、
善美な情操、高
雅な徳性の総合

A－1 A－2 A－3 A－4 B－1 B－2 C D－1 D－2

21MARC2212 修 士 設 計 2

５年半で修得した「真」「善」「美」の集大成
として、各自がテーマを設定し、それに基づ
く研究を進め、得られた新たな知見を空間構
成として総合化し、その成果を建築設計にま
とめプレゼンテーションする。これにより修
士課程修了後、建築家として、社会で自律的
に行動し、活躍する上で必要な高度知的専門
職能を確立することを目的とする。

「真」「善」「美」を互いに総合し、安全で、使いやすく、美しい、真に人間的
な住環境を創生する実践的能力を修得する。また人間的な住環境の形成のため
に、継続的に学習できる能力を身につけ、自律的活動ができる職能人としての
自覚を形成する。 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○

21MARC2202 修 士 論 文 2

５年半で修得した「真」「善」「美」の集大成
として、各自がテーマを設定し、それに基づ
く研究を進め、得られた新たな知見に基づき
論的展開を進め、その成果を学術論文にまと
めプレゼンテーションする。これにより修士
課程修了後、建築家として、あるいは専門家、
研究者として自律的に行動し、活躍する上で
必要な高度知的専門職能を確立することを目
的とする。

「真」「善」「美」を互いに総合し、安全で、使いやすく、美しい、真に人間的
な住環境を創生するために重要な問題解決能力を実践的に修得する。また人間
的な住環境の形成のために、継続的に学習できる能力を身につけ、自律的活動
ができる職能人としての自覚を形成する。

◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎

21MARC1322 建築家の職能と倫理 1

実務実習において実践的な設計実務を修得す
る上で重要な、一人の人格としての建築家の
職能、社会的役割、責任、倫理、建築家を取
り巻く社会問題に関する実践的な知識・能力
を修得することを目的とする。

建築家を取り巻く社会の仕組みや現代社会の問題点を理解する能力を修得し、
社会的義務と責任を重んじ、自律的活動ができる職能人としての自覚を形成す
る。 ◎

21MARC1324 建築計画マネジメント論 1

実務実習において実践的な設計実務を修得す
る上で重要な、建築や都市の計画・開発から
設計・工事監理に至る幅広い業務に携わる専
門家として必要な倫理と実務的な業務の流れ
を学ぶ。設計・工事監理業務を適正かつ円滑
に進めるための、幅広くかつ実践的なマネジ
メント知識・能力を修得することを目的とす
る。

コスト、スケジュールなど様々な制約条件と、建築設計・工事監理を取り巻く
社会の仕組みや現代社会の問題点を理解した上で、自律的活動ができる職能人
として、真に人間的な住環境を創生する実践的能力を修得する。

◎ ◎ ○ ○

21MARC2321 建築設計計画論Ａ 2

文化的な建築や都市の設計を目指す観点から、
景観、歴史、文化に対する基礎的・先端的・
実践的知識を修得する。また建築家としての
景観、環境に対する社会的責任を自覚しつつ、
住環境の心象風景を構築するための実践的能
力を養う。

建築や都市がもつ美的、歴史的、文化的価値と、国際社会、地球環境とのかか
わりを理解するために必要な実践的知識を修得し、真に人間的な住環境を創生
する実践的能力を向上させる。 ◎ ◎ ○

21MARC2323 建築設計計画論Ｂ 2

安全、快適で文化的な建築や都市の設計を目
指す観点から、人間の空間図式や行動とそれ
を取り巻く建築・都市空間にかかわる様々な
研究手法、基礎的・先端的・実践的知識、お
よび実践例を、人文・社会科学や数理科学を
活用しながら学ぶ。

安全で機能的、かつ文化的な建築空間を設計するために重要な、人間行動と空
間の関係にかかわる基礎的・先端的技術を積極的に吸収する。吸収した技術を
踏まえて、真に人間的な住環境を創生する実践的能力を向上させる。 ○ ◎ ○
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科目番号 科目名 学年 科目目的 到達目標

ディプロマ・ポリシーの項目番号
凡例：◎ディプロマ・ポリシー達成のために特に重要な科目

○ディプロマ・ポリシー達成のために重要な科目

A．高い知性 B．善美な情操 C．高雅
な徳性

D．高い知性、
善美な情操、高
雅な徳性の総合

A－1 A－2 A－3 A－4 B－1 B－2 C D－1 D－2

21MARC1361 建築構造設計論Ａ 1

建築設計における構造計画・構造設計は、建
築の形態や空間に大きな影響を与えるととも
に、建築の物理的存在を保証するものであり、
その技術は建築技術者の素養として必須と
なっている。実務上における構造設計の体系
や規範を学習し、建築設計における構造設計
の重要性と、その基礎的技術を実践的に修得
することを目的とする。

建築の安全性を確保するために重要な、構造設計にかかわる基礎的技術を積極
的に吸収する。吸収した技術を踏まえて、「強」の視点から、空間を構成する
実践的能力を修得する。

◎

21MARC1362 建築構造設計論Ｂ 1

より高度な構造システムや構造設計の実例を
通して、現代建築に用いられている先端的な
構造システムや構造設計を実践的に学ぶ。こ
れにより、現代建築における構造設計の重要
性と、その実践的技術を修得することを目的
とする。

建築の安全性を確保するために重要な、構造設計にかかわる先端的技術を積極
的に吸収する。吸収した技術を踏まえて、「強」の視点から、空間を構成する
実践的能力をより向上させる。 ◎

21MARC1341 建築環境設備設計論Ａ 1

建築設計における設備設計および環境計画の
実例を通して、地球環境問題の解決と快適な
生活環境の確保において、設備設計、環境計
画が果たしている役割を学ぶ。これにより、
今後の実務実習の意義を高める上で重要な、
建築設計における設備設計や環境計画の重要
性と、これらの基礎的技術を実践的に修得す
ることを目的とする。

建築の機能性、快適性を確保するために重要な、設備設計と環境計画にかかわ
る基礎的技術を積極的に吸収する。吸収した技術を踏まえて、地球環境問題に
配慮しつつ、最適な空間を構成する実践的能力を修得する。

◎ ○

21MARC1342 建築環境設備設計論Ｂ 1

最新の建築設備や省エネルギー技術を取り入
れた建築の実例を通して、地球環境問題の解
決と快適な生活環境の確保という２つの問題
を、設備設計、環境計画によって解決する実
践的手法を学ぶ。これにより、低炭素時代に
おける設備設計や環境計画の重要性と、これ
らの実践的技術を修得することを目的とする。

建築の機能性、快適性を確保するために重要な、設備設計と環境計画にかかわ
る先端的技術を積極的に吸収する。吸収した技術を踏まえて、地球環境問題に
配慮しつつ、最適な空間を構成する実践的能力をより向上させる。

◎ ○

21MARC1381 建築施工管理論 1

建築生産の流れや契約、積算、生産計画の立
案、各工事の施工や施工管理の技術について
実践的に学習する。適切な設計・施工計画を
行う能力を身につけ、是正・予防措置につい
ても理解する。これにより、施工管理等の実
務実習に参加する上で重要な、実践的知識を
あらかじめ修得することを目的とする。

コスト、スケジュールなど、建築生産、施工プロセスにおける様々な制約条件
をより実践的に理解する。また自律的活動ができる職能人として、適切な設
計・施工計画を進めることができる実践的能力を修得する。

◎ ○

21MARC1391 建 築 法 規 特 論 1

建築・都市政策の最前線を受け持つとも言え
る建築基準法について、地域、まちづくりの
ための法規定を中心に、都市計画法や景観法
等の各関係法令との連携も含めて実践的に学
習する。これにより、実務実習の意義を高め
る上で重要な、建築法規に関する実践的知識
をあらかじめ修得することを目的とする。

建築基準法および関係法令の実践的内容を修得する。その意義を踏まえて最適
な空間を構成することにより、地域の歴史的、文化的価値を理解しつつ、社会
的義務と責任を重んじ、自律的活動ができる職能人としての自覚を形成する。

○ ○ ◎
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科目番号 科目名 学年 科目目的 到達目標

ディプロマ・ポリシーの項目番号
凡例：◎ディプロマ・ポリシー達成のために特に重要な科目

○ディプロマ・ポリシー達成のために重要な科目

A．高い知性 B．善美な情操 C．高雅
な徳性

D．高い知性、
善美な情操、高
雅な徳性の総合

A－1 A－2 A－3 A－4 B－1 B－2 C D－1 D－2

21MARC1401 建築フィールドワークＶＡ 1

建築物や町並み、工事現場等の見学、あるい
は講演会への参加を通じて、修士１年前期の
演習や講義により学習する知識や技術につい
てより具体的、実践的に学ぶ。またレポート
の作成等を通して、見学対象をより深く調査、
理解、考察する。

修士１年前期の演習や講義等で学んだ知識をより具体的に理解、修得するとと
もに、建築がもつ美的、歴史的、文化的価値や地球環境問題との関わりなどを
理解する。また、継続的に学習できる能力を身につけ、自律的活動ができる職
能人としての自覚を形成することを目指す。 ○ ○ ○ ○ ◎ ○

21MARC1402 建築フィールドワークＶＢ 1

建築物や町並み、工事現場等の見学、あるい
は講演会への参加を通じて、修士１年後期の
実務実習や演習、講義により学習する知識や
技術についてより具体的、実践的に学ぶ。ま
たレポートの作成等を通して、見学対象をよ
り深く調査、理解、考察する。

修士１年後期の演習・実務や講義等で学んだ知識をより具体的に理解、修得す
るとともに、建築がもつ美的、歴史的、文化的価値や地球環境問題との関わり
などを理解する。また、継続的に学習できる能力を身につけ、自律的活動がで
きる職能人としての自覚を形成することを目指す。 ○ ○ ○ ○ ◎ ○

21MARC2401 建築フィールドワークⅥ 2

建築物や町並み、工事現場等の見学、あるい
は講演会への参加を通じて、修士２年の実務
実習や演習、講義により学習する知識や技術
についてより具体的、実践的に学ぶ。またレ
ポートの作成等を通して、見学対象をより深
く調査、理解、考察する。

修士２年の演習・実務や講義等で学んだ知識をより具体的に理解、修得すると
ともに、建築がもつ美的、歴史的、文化的価値や地球環境問題との関わりなど
を理解する。また、継続的に学習できる能力を身につけ、自律的活動ができる
職能人としての自覚を形成することを目指す。 ○ ○ ○ ○ ◎ ○

21MARC1400 海外保存修復実習 1
海外において、保存修復関連の実習を体験し、
建築保存修復の内容およびそのプロセス、研
究者・設計者・技能者等が協働した保存修復
の手法等を理解することを目的とする。

建築保存修復にかかわる実践的知識を理解することにより、社会の仕組みや現
代社会の問題点を理解する能力を身につけ、自律的活動ができる職能人として
の自覚を形成する。 ○ ○ ◎ ○

21MARC1001 ト ル コ 語 1

入門レベルのトルコ語文法の習得を目的とす
る。具体的には、基礎的な単語を覚えて、簡
単な文をある程度自由に作ることができるよ
うにする。また読む・聞く・話す・書くといっ
た４技能をバランスよく学習する。

トルコ語を読み、書き、聞き、話すための基礎的能力を身につける。これによ
り、トルコ語を理解し、使うために必要な実践的能力を修得する。

◎
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